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９月定例会には、令和２年度一般会計決算、特別会計決算及び企業会計決算の認定についての各
議案が提出されました。
議会では、議員全員で構成する決算審査特別委員会を設置し、９月１６日、１７日、２１日の３日間に

わたり審査を行いました。特別委員会では、一般会計決算に１８名、特別会計決算及び企業会計決算
に１３名の委員が質疑を行い、市に対する決算審査要望書を取りまとめ、全７件の決算議案を認定
しました。（議決結果は４ページをご覧ください。）

（注）各会計ごとに1万円未満を端数処理しているため、歳入歳出差引残額、小計及び合計欄については実際の数値と異なることがあります。

●一般会計及び特別会計

一般会計決算、特別会計決算、
企業会計決算を認定

一般会計決算、特別会計決算、
企業会計決算を認定

一般会計決算、特別会計決算、
企業会計決算を認定

一般会計決算、特別会計決算、
企業会計決算を認定

一般会計決算、特別会計決算、
企業会計決算を認定

一般会計決算、特別会計決算、
企業会計決算を認定

令和
２年度

（１万円未満四捨五入）

（１万円未満四捨五入）

区　　分 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引残額

一　般　会　計  742億7,215万円  681億6,068万円  644億5,290万円  37億778万円 

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険事業（事業勘定）  125億4,988万円  121億5,327万円  118億5,984万円  2億9,343万円 

国民健康保険事業（直営診療施設勘定）  3億25万円  2億5,993万円  2億5,993万円  0円 

介護保険事業（保険事業勘定）  115億539万円  113億8,085万円  112億7,265万円  1億820万円 

後 期 高 齢 者 医 療  14億3,762万円  14億1,838万円  14億1,668万円  170万円 

小 計  257億9,314万円  252億1,243万円  248億910万円  4億333万円 

合　　　　計  1,000億6,529万円  933億7,311万円  892億6,200万円  41億1,111万円 

●企業会計

区　　分
水道事業会計 下水道事業会計

予算額 決算額 予算額 決算額

収 益 的 収 支
収　入  23億6,620万円  23億7,928万円  43億6,935万円  44億7,788万円 

支　出  22億295万円  20億5,031万円  39億9,515万円  38億3,620万円 

資 本 的 収 支
収　入  6億5,456万円  5億7,951万円  18億3,405万円  12億3,790万円 

支　出  18億8,032万円  14億4,288万円  31億6,597万円  24億7,466万円 

特 例 的 収 支
収　入  ―  ―  1億6,167万円  1億6,167万円 

支　出  ―  ―  1億7,227万円  1億7,227万円 

副委員長
早川　貴光

委員長
田所　良夫

佐野市議会　議会中継
（令和3年）

「令和３年第５回（９月）定例会・
常任委員会・決算審査特別委員会」
からご覧ください。

決算審査特別委員会  （パソコン・タブレット・スマートフォンでご覧になれます！）

令和2年度　決  算  の  概  要
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（新型コロナウイルス感染症の影響下における計画策定の推進）
新型コロナウイルス感染症の感染拡大というパンデミックの中、予定していた事業が次々と
中止になった。この結果を十分に総括し、withコロナ時代に適応した、健全で、かつ規律ある財政
運営に努められたい。
また、現在策定が進められている第２次佐野市総合計画中期基本計画においては、市民が本
市の将来に夢と希望を持ち、魅力あるまちづくりに取り組んでいけるよう、「選ばれる佐野市」
「進化する佐野市」の実現を目指した計画策定に取り組まれたい。

（防災・減災の強化加速）
令和元年東日本台風の被災による復旧・復興の事業が現在進行中であるが、今後も関係各所
と密接に連携を取りながら、復旧・復興事業を一刻も早く進められたい。
また、昨今の気候変動などにより激甚化する災害への備えを強化し加速させるために、河川
の流域治水事業、予防保全型のインフラ老朽化対策、デジタル技術の活用などの推進等に取り
組まれたい。
令和元年東日本台風の被害状況を踏まえて、公共インフラ整備の計画的かつ迅速な実施に努
められたい。特に、普通河川を含む河川の整備・改修・改良事業の更なる推進、栃木県への河川内
堆積土砂の除去要請及び市道の改良と維持補修強化に努められたい。

（新型コロナウイルス感染症対策）
市民を守るために、本市においても新型コロナウイルス感染症予防としての「人と人との距
離の確保」「マスクの着用」「手洗いなどの手指衛生」等の基本的な感染対策を講じてきたが、ク
ラスターや家庭内感染等が増加傾向にある。医療崩壊をさせないためにも「三つの密」を避け、
収束に向けて関係する医療機関等と十分な連携協力を図りながら市民の安心安全に努められ
たい。加えて、アフターコロナに向けて万全を図られたい。

（新型コロナウイルス感染症により影響を受けた地域経済及び雇用の支援）
新型コロナウイルス感染症の拡大により外出自粛が求められ、経済に大きな影響が出て
いる。個人消費が落ち込むだけでなく、企業間取引にも影響が出ており、製造業やサービス業等
といった地域経済を身近で支える業種に影響が大きく、雇用にも大きな影響が出ている。
緊急事態宣言解除後の経済支援策として、多くの市民の消費を喚起するのはもちろんのこと、
直接的な支援を受けにくい事業者の売上回復の後押しとなる支援策を講じる必要がある。プレ
ミアム付商品券やキャッシュレス決済ポイント還元キャンペーン等の支援策を地域経済に
とってより幅広い業種で効果的に活用することや、企業間取引の拡大を見込む販路拡大支援
など、地元企業や商店等の実状に合わせた支援に努められたい。また、雇用の安定・創出として、
創業支援や企業誘致、国道50号沿線開発を積極的に推進されたい。

（本市で就職し住み続けられる環境づくり）
超高齢社会に当たり、本市の人口減少に対し早急に対策を講じる必要がある。本市で就職し
住み続けられる環境づくりの一つとして、コロナ禍の産業、社会変容を捉えながら、多くの企業
が本市に進出できる産業用地の創出が重要である。そのため、（仮称）出流原PAスマートインター
チェンジの開設とともに、出流原PA周辺の総合物流開発整備を積極的に推進されたい。

令和２年度決算審査要望書
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議案番号 件　　名 議決結果

　一般会計

議案第69号 令和2年度佐野市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 賛成多数

　特別会計

議案第70号 令和2年度佐野市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）歳入歳出決算の認定に
ついて 認定 賛成多数

議案第71号 令和2年度佐野市国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）歳入歳出決
算の認定について 認定 賛成全員

議案第72号 令和2年度佐野市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算の認定に
ついて 認定 賛成多数

議案第73号 令和2年度佐野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 賛成多数

　企業会計

議案第74号 令和2年度佐野市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 原案可決
及び認定 賛成全員

議案第75号 令和2年度佐野市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 原案可決
及び認定 賛成全員

○ 一　般　会　計
発言順序 氏　　　名 発言順序 氏　　　名

1 蘒　原　政　夫 10 澤　田　裕　之
2 金　子　保　利 11 小　倉　健　一
3 鶴　見　義　明 12 慶　野　常　夫
4 木　村　久　雄 13 小　暮　博　志
5 小　森　隆　一 14 菅　原　　　達
6 久　保　貴　洋 15 横　井　帝　之
7 神宮次　秀　樹 16 春　山　敏　明
8 滝　田　洋　子 17 飯　田　昌　弘
9 高　橋　　　功 18 長　浜　成　仁

○ 特別会計、企業会計
発言順序 氏　　　名 発言順序 氏　　　名

1 小　森　隆　一 8 菅　原　　　達
2 澤　田　裕　之 9 金　子　保　利
3 滝　田　洋　子 10 横　井　帝　之
4 春　山　敏　明 11 鶴　見　義　明
5 小　暮　博　志 12 木　村　久　雄
6 久　保　貴　洋 13 小　倉　健　一
7 飯　田　昌　弘

決算審査特別委員会に付託された議案と結果

決算審査特別委員会質疑者一覧

賛否が分かれた議案

議案番号 件　　名
賛
　
　
成

反
　
　
対

議員名　[議席番号順]
1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021222324
長
浜
成
仁

蘒
原
政
夫

神
宮
次
秀
樹

小
森
隆
一

澤
田
裕
之

早
川
貴
光

小
倉
健
一

金
子
保
利

慶
野
常
夫

川
嶋
嘉
一

菅
原 　

達

木
村
久
雄

横
田 　

誠

横
井
帝
之

久
保
貴
洋

鈴
木
靖
宏

滝
田
洋
子

鶴
見
義
明

小
暮
博
志

山
菅
直
己

春
山
敏
明

田
所
良
夫

飯
田
昌
弘

高
橋 　

功

議案第69号 令和2年度佐野市一般会計歳入
歳出決算の認定について 21 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 議

長 ○○○ ○

議案第70号
令和2年度佐野市国民健康保険
事業特別会計(事業勘定)歳入歳出
決算の認定について

21 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 議
長 ○○○ ○

議案第72号
令和2年度佐野市介護保険事業
特別会計(保険事業勘定)歳入歳出
決算の認定について

21 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 議
長 ○○○ ○

議案第73号
令和2年度佐野市後期高齢者医
療特別会計歳入歳出決算の認定
について

21 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 議
長 ○○○ ○

※○＝賛成、×＝反対
※山菅直己議長は採決に加わりません。

※�山菅直己議員は議長のため、横田誠議員は副議長のため、
田所良夫議員は決算審査特別委員会委員長のため、早川
貴光議員は決算審査特別委員会副委員長のため、鈴木
靖宏議員は議会運営委員会委員長のため、川嶋嘉一議員
は議員選出の監査委員のため、質疑を控えました。
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9月定例会一般質問

第
２
期
佐
野
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
に
つ
い
て

佐
野
市
の

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想�

に
つ
い
て

長
浜
　
成
仁 

議
員（
政
友
み
ら
い
）

川
嶋
　
嘉
一 

議
員（
政
友
み
ら
い
）

昨
今
の
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
へ
の
対
策

は
欠
か
せ
な
い
。
中
山
間
地
域
の
防
災
・

減
災
対
策
に
関
す
る
本
市
の
課
題
と
今
後
の
取

組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

行
政
経
営
部
長

中
山
間
地
域
の
防
災
・
減
災
対
策
に
関
す
る

課
題
と
し
て
は
、
災
害
発
生
初
動
期
に
お
け
る

情
報
通
信
手
段
の
確
保
、
孤
立
集
落
に
対
す
る

救
助
、避
難
物
資
供
給
、高
齢
者
等
の
避
難
生
活
、

土
砂
災
害
へ
の
対
応
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
特
に

高
齢
者
等
の
避
難
生
活
に
係
る
具
体
的
な
対
応

に
つ
い
て
は
、
軟
ら
か
く
温
か
い
食
事
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
備
蓄
食
の
検
討
、
災
害
協

定
に
基
づ
き
公
的
宿
泊
施
設
、
旅
館
等
へ
の

一
時
避
難
が
可
能
と
な
る
ス
キ
ー
ム
の
検
討
、

ス
ト
レ
ス
に
よ
る
精
神
的

ケ
ア
体
制
の
構
築
な
ど
、

安
心
し
て
避
難
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

中
心
市
街
地
の
活
性

化
に
つ
い
て

４
月
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
、
市
長
が
公
約

に
掲
げ
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
導
入
研
究

に
向
け
た
市
長
の
考
え
と
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長

現
在
、
佐
野
市
が
進
め
て
い
る
ス
マ
ー
ト

セ
ー
フ
シ
テ
ィ
構
想
に
お
い
て
は
、
市
民
の
皆

様
の
安
全
安
心
と
健
康
増
進
、
市
民
主
導
型
の

効
率
的
な
行
政
運
営
の
推
進
を
柱
と
し
て
お
り
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
デ
ジ
タ
ル
先
端
技
術
の
活
用

に
よ
り
、
昨
今
の
新
型
ウ
イ
ル
ス
や
人
口
減
少

問
題
、
そ
れ
に
伴
う
地
域
間
格
差
や
世
代
間
格

差
、
災
害
リ
ス
ク
な
ど
の
解
消
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
総
合

計
画
中
期
基
本
計
画
に
も
、
具
体
的
な
事
業
を

し
っ
か
り
と
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
進
化
す
る

佐
野
市
、
選

ば
れ
る
佐
野

市
の
実
現
に

つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

▲ �市役所に設置された非接触型
対応システム

佐
野
市
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
で

は
、
デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証
運
行
の
実
施

に
当
た
り
、
利
用
状
況
を
把
握
し
、
見
直
し
や

利
用
促
進
に
取
り
組
む
た
め
、
見
直
し
基
準
及
び

フ
ロ
ー
を
示
し
て
い
る
。
見
直
し
基
準
の
設
定

や
見
直
し
実
施
フ
ロ
ー
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
民
生
活
部
長

デ
マ
ン
ド
交
通
の
効
率
的
な
運
行
を
図
る

た
め
、見
直
し
基
準
と
し
て
稼
働
率
が
50
％
以
上
、

稼
働
し
た
便
の
平
均
利
用
人
数
が
２
人
以
上
と

し
て
お
り
、
基
準
値
を
満
た
さ
な
い
場
合
は

運
行
区
域
や
運
行
日
数
等
の
見
直
し
を
検
討

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
の

フ
ル
ー
ツ
吾
妻
線
で
は
、
稼
働
率
が
21.4
％
、�

稼
働
し
た
便
の
平
均
利
用
人
数
は
1.41
人
で
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
や
、
隣
接
す
る
植
野
地
区
の

一
部
が
公
共
交
通
空
白
地
域
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
フ
ル
ー
ツ
吾
妻
線
の
運
行
区
域
を

植
野
地
区
の
一
部
ま
で
拡
大
し
た
運
行
が
で
き

な
い
か
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

市
内
に
潜
在
す
る
交
通
危

険
箇
所
か
ら
子
ど
も
を
守
る

対
策
強
化
に
つ
い
て

公
共
交
通
空
白
地
域
解
消

と「
フ
ル
ー
ツ
吾
妻
線
」

に
つ
い
て

春
山
　
敏
明 

議
員（
新
風
）

議会からこんにちは　2021.11.1 パソコン、タブレット、スマートフォンで会議録をご覧になれます 佐野市議会会議録5



9月定例会一般質問

土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
に
お
け
る
太
陽
光

発
電
設
備
の
設
置
に
つ
い
て
、
本
市
で
は

佐
野
市
自
然
環
境
等
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
設
置
事
業
と
の
調
和
条
例
の
施
行
後

も
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
が
多
く
な
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
中
に
は
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内

に
お
け
る
設
置
も
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
設
置
は
土
砂
災
害
の
発
生
リ
ス
ク
を
高
め
、

市
民
の
安
全
を
脅
か
す
、
災
害
対
策
上
の
懸
案

に
な
り
得
る
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。市

長
条
例
で
は
、
土
砂
災
害
が

発
生
し
な
い
よ
う
許
可
基
準
を
定

め
て
お
り
、
災
害
対
策
上
の
対

応
が
図
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

時
間
の
経
過
と
と
も
に
表
土
が

降
雨
な
ど
に
よ
り
流
出
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
事
業

者
に
は
事
業
区
域
を
適
正
に
維

持
管
理
す
る
よ
う
適
切
な
対
応

を
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
等
を
活
用
し
た
感
染
症
対
策
事
業
か
ら

得
た
知
見
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
る
今
後
の

効
果
的
な
事
業
の
展
開
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

総
合
政
策
部
長

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
感
染
症
対
策
事
業
と
し

て
は
、「
情
報
技
術
活
用
公
共
的
空
間
安
心
安
全

確
保
事
業
」と
し
て
、
庁
舎
に
１
秒
程
度
で
瞬
時

に
測
定
が
可
能
な
ウ
オ
ー
ク
ス
ル
ー
測
定
の
顔

認
証
型
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

顔
認
証
型
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
遠
隔
操
作
が
で
き

る
画
像
認
識
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
機
能
特
性
を
生

か
し
、
避
難
所
に
お
け
る
発
熱
者
の
即
時
対
応

は
も
と
よ
り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
避
難
所
の
密

集
状
況
を
災
害
対
策
本
部
や
市
民
と
共
有
で
き

る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
活
用
に
向
け
て
、
今
年

度
植
野
地
区
と
多
田

地
区
で
実
証
実
験
を

行
う
予
定
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

災
害
時
の
指
定
避
難

所
の
設
備
の
状
況
及
び

避
難
方
法
に
つ
い
て

令
和
３
年
６
月
18
日
に
、
医
療
的
ケ
ア
児

及
び
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援
に
関
す
る

法
律
が
公
布
さ
れ
、
９
月
18
日
か
ら
施
行
と
な

る
。
こ
れ
は
、
管
内
区
市
町
村
、
教
育
委
員
会
、

関
係
団
体
等
に
そ
の
周
知
徹
底
を
図
る
と
と
も

に
、
必
要
な
指
導
、
助
言
ま
た
は
援
助
を
行
い
、

地
域
ぐ
る
み
で
支
援
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

今
後
の
教
育
を
行
う
体
制
の
拡
充
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

教
育
長

ま
ず
は
文
部
科
学
省
が
作
成
し
た
手
引
を

基
に
、
本
市
の
医
療
的
ケ
ア
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
佐
野
市
自
立

支
援
協
議
会
を
始
め
関
係
各
課
と
連
携
を
図
り
、

医
療
的
ケ
ア
児
の
実
態
把
握
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
学
校
で
医
療
行
為
を
行
う
こ
と
の

で
き
る
人
材
の
確
保
を
引
き
続
き
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
実
態
に

応
じ
た
配
置
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

地
域
経
済
支
援
対
策

に
つ
い
て

災
害
対
策
に
つ
い
て

木
村
　
久
雄 

議
員（
公
明
党
議
員
会
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
活
用
に
つ
い
て

早
川
　
貴
光 

議
員

医
療
的
ケ
ア
児
及
び
そ
の

家
族
に
対
す
る
支
援
に
関

す
る
法
律
へ
の
対
応
に
つ
い
て

横
井
　
帝
之 

議
員（
新
風
）

▶︎ 

顔
認
証
型
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
シ
ス
テ
ム

議会からこんにちは　2021.11.1パソコン、タブレット、スマートフォンで議会のライブ中継や録画映像をご覧になれます 佐野市議会スマート中継 6



9月定例会一般質問

自
宅
療
養
者
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
伺
い
た
い
。

健
康
医
療
部
長

栃
木
県
か
ら
、
本
市
の
自
宅
療
養
者
を
特
定

で
き
る
情
報
が
な
い
中
で
、
本
人
か
ら
の
申
出

が
あ
っ
て
初
め
て
市
が
感
染
者
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
、
そ
の
後
ご
本
人
と
の
聞
き
取
り
の

中
で
、
必
要
な
市
の
支
援
が
提
供
で
き
ま
す
。

８
月
に
入
る
と
自
宅
療
養
者
数
も
増
加
し
、
本
市

の
状
況
が
把
握
で
き
な
い
た
め
、
８
月
13
日
、

市
長
が
副
知
事
に
感
染
者
の
詳
し
い
状
況
の

提
供
に
つ
い
て
要
望
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
な
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
感
染
状
況

も
変
化
し
て
い
る
の
で
、
本
市
に
で
き
る
支
援

に
つ
い
て
県
と
情
報
交
換
を
行
い
、
自
宅
療
養

者
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
災

害
対
策
に
つ
い
て

法
律
名
が「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る

等
の
た
め
の
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の

利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」に
変
わ
る
が
、
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ー
の
宣
言
を
目
指
す
佐
野

市
と
し
て
、
木
材
利
用
促
進
に
つ
い
て
の
記
述

を
総
合
計
画
に
盛
り
込
む
べ
き
と
思
う
が
、
考

え
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長

木
材
の
利
用
の
促
進
は
、
森
林
資
源
の
循

環
利
用
を
進
め
る
上
で
必
要
な
こ
と
の
一
つ
で

あ
り
、
林
業
の
活
性
化
の
面
か
ら
も
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
第
２
次
佐
野
市
総
合
計

画
前
期
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
佐
野
市
内
の

公
共
建
築
物
に
お
け
る
木
材
の
利
用
促
進
に
関

す
る
方
針
に
基
づ
き
、
県
産
木
材
の
利
用
を
促

進
す
る
旨
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
現
在

策
定
中
の
中
期
基
本
計
画
に
お
い
て
も
、
市
産

木
材
の
利
用
促
進
を
含
め
、
林
業
の
活
性
化
の

観
点
か
ら
引
き
続
き
位
置
づ
け
を
し
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
本
市

へ
の
影
響
に
つ
い
て

☆�

ヤ
マ
ビ
ル
被
害
防
止
に
つ
い
て

令
和
元
年
10
月
台
風
第
19
号
に
伴
う
第
２

仮
置
場
復
旧
工
事（
中
運
動
公
園
に
お
け
る

工
事
）に
つ
い
て
、
工
事
完
了
後
、
再
び
作
業
を

行
っ
た
経
緯
と
、
重
大
事
故
が
あ
っ
た
現
場
で
、

手
抜
き
と
も
思
わ
れ
る
工
事
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
、
管
理
者
、
ま
た
発
注
者
と
し

て
の
市
の
責
任
を
伺
い
た
い
。

市
民
生
活
部
長

工
事
完
成
に
よ
り
、
令
和
３
年
１
月
21
日

に
引
渡
し
と
な
り
、
そ
の
後
本
施
設
の
指
定
管

理
者
が
管
理
を
行
う
中
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
や

表
土
の
下
か
ら
石
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
と
の

指
摘
が
あ
っ
た
た
め
、
受
注
者
と
協
議
し
、
よ
り

安
全
な
施
設
利
用
を
図
る
た
め
に
作
業
を
実
施

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

重
大
事
故
が
発
生
し
た

現
場
で
、
特
に
注
意
し
な

が
ら
監
督
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
中
で
、
不
手
際
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

農
業
者
支
援
策
に
つ

い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
自
宅
療
養
者

へ
の
支
援
に
つ
い
て

公
共
工
事
に
つ
い
て

小
倉
　
健
一 

議
員（
志
翔
会
）

鈴
木
　
靖
宏 

議
員（
蒼
生
会
）

「
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る

木
材
の
利
用
の
促
進
に
関

す
る
法
律
」の
改
正
に
つ
い
て

高
橋
　
　
功 

議
員（
蒼
生
会
）

議会からこんにちは　2021.11.1 パソコン、タブレット、スマートフォンで会議録をご覧になれます 佐野市議会会議録7
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出
流
原
Ｐ
Ａ
周
辺
総
合
物
流
開
発
整
備
の

推
進
に
向
け
、
市
議
会
よ
り
平
成
29
年
度

予
算
審
査
要
望
書
を
始
め
、
今
日
ま
で
お
よ
そ

７
回
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

ど
の
よ
う
に
感
じ
、
受
け
止
め
、
対
応
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
る
か
。

市
長

積
極
的
に
産
業
団
地
を
整
備
し
良
質
な
雇

用
先
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
若
年
層
の
市
外
へ

の
流
出
を
防
ぐ
と
と
も
に
企
業
の
誘
致
を
図
り
、

本
市
の
稼
ぐ
力
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
で
、
本
市

の
持
続
的
な
発
展
が
期
待
さ
れ
、
ひ
い
て
は
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
市
議
会
か
ら
の
予
算
審
査
並
び
に
決
算

審
査
要
望
に
お
い
て
も
、
出

流
原
Ｐ
Ａ
周
辺
総
合
物
流
開

発
整
備
推
進
事
業
の
早
期
整

備
に
つ
い
て
要
望
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
本
市
の
将
来

の
た
め
に
産
業
団
地
の
整
備

を
行
い
、
企
業
誘
致
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
い
う
市
議
会

か
ら
の
強
い
要
望
で
あ
る
と
、

重
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

猿
に
よ
る
被
害
が
５
年
ほ
ど
前
か
ら
増
え
、

地
域
で
切
望
し
て
い
た
大
型
の
捕
獲
わ
な

が
、
昨
年
の
12
月
に
よ
う
や
く
設
置
さ
れ
た
。

１
か
月
ほ
ど
餌
付
け
を
し
て
か
ら
捕
獲
を
し
た

と
こ
ろ
、
画
期
的
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
れ
ら
の
猿
用
の
大
型
捕
獲
わ
な
の
運

用
方
法
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

産
業
文
化
部
長

現
在
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
遠
隔
操
作
に
よ

り
わ
な
の
状
況
を
把
握
し
た
上
で
捕
獲
す
る
こ

と
が
で
き
る
大
型
捕
獲
わ
な
を
作
原
町
と
飛
駒

町
に
各
１
基
、
天
井
か
ら
侵
入
し
た
猿
を
捕
獲

す
る
囲
い
わ
な
を
水
木
町
と
閑
馬
町
に
各
１
基

設
置
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
大
型
わ
な
も
解

体
し
移
設
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

被
害
の
状
況
や
設
置
し
た
わ
な
の
捕
獲
頭
数
、

ま
た
群
れ
の
状
況
な
ど
を
考
慮
し
た
上
で
、
移
設

及
び
増
設
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

閉
校
と
な
っ
た
学
校
の

管
理
方
法
に
つ
い
て

行
政
主
導
で
、
希
望
す
る
全
て
の
方
が
参
加

で
き
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し
て

（
仮
称
）だ
れ
で
も
食
堂
を
提
供
す
る
こ
と
は
、

弱
者
を
救
済
す
る
制
度
か
ら
、
弱
者
を
生
ま
な
い

社
会
へ
の
転
換
を
目
指
す
取
組
で
あ
り
、
で
き
る

限
り
全
て
の
市
民
に
対
し
、
同
様
の
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
こ
と
が
望
ま
れ
、
ま
ず
は
行
政

の
施
策
の
柱
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
具
体
的
に
は
、
佐
野
市
地
域

福
祉
計
画
の
中
に
、（
仮
称
）だ
れ
で
も
食
堂
を
、

困
っ
て
い
る
人
を
つ
く
ら
な
い
た
め
の
居
場
所

づ
く
り
や
、
予
防
と
し
て
の
地
域
づ
く
り
を
実
現

す
る
役
割
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
明
確
に
位

置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

こ
ど
も
福
祉
部
長

議
員
ご
指
摘
の
件

に
つ
い
て
は
、
次
期
計
画

を
策
定
す
る
中
で
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

危
機
的
状
況
下
で
行

政
に
求
め
ら
れ
る
理
念

と
役
割
に
つ
い
て

☆�

理
念
に
基
づ
く
財
政
の

あ
り
方
に
つ
い
て

出
流
原
Ｐ
Ａ
周
辺

総
合
物
流
開
発
整
備

に
つ
い
て

田
所
　
良
夫 

議
員（
新
風
）

有
害
鳥
獣
被
害
の

現
状
と
今
後
の
対
策

に
つ
い
て

神
宮
次
秀
樹 

議
員（
政
友
み
ら
い
）

誰
も
が
幸
福
を
感
じ

ら
れ
る
政
策
の
推
進
に

つ
い
て

菅
原
　
　
達 

議
員（
公
明
党
議
員
会
）

議会からこんにちは　2021.11.1パソコン、タブレット、スマートフォンで議会のライブ中継や録画映像をご覧になれます 佐野市議会スマート中継 8
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こ
れ
か
ら
の
将
来
、人
口
減
少
、高
齢
化
を

始
め
と
し
て
、自
治
体
は
取
り
組
む
べ
き

多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。こ
れ
ら
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
の
新
た
な
方
法
と
し
て
、今
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、い
わ
ゆ
る
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の

利
用
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。佐
野
市
に
お
け
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
組
、注
力
分
野
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長

本
市
で
は
、第
２
次
総
合
計
画
中
期
基
本
計

画
に
位
置
づ
け
る
た
め
、現
在
、各
施
策
と
17
の

ゴ
ー
ル
の
関
連
づ
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

と
、令
和
元
年
東
日
本
台
風
か
ら
の
復
旧・復
興
を
最

優
先
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
に

お
い
て
は
、健
康
長
寿
の
達
成

及
び
持
続
可
能
で
強
靱
な

国
土
と
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
の
２
つ
が
、注
力
す
べ

き
分
野
に
な
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て

☆�

令
和
３
年
度
浄
化
槽
設
置
の

補
助
金
に
つ
い
て

閉
校
と
な
っ
た
学
校
跡
地
の
民
間
等
施
設

と
し
て
の
活
用
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

市
長

令
和
２
年
８
月
に
策
定
し
た
個
別
活
用
方

針
に
基
づ
き
、
活
用
に
向
け
て
地
元
町
会
へ
の

説
明
、
民
間
事
業
者
へ
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
市
と
し
て
の
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
利

活
用
の
考
え
方
な
ど
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

８
月
に
民
間
活
用
型
閉
校
跡
地
活
用
事
業
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
と
し
て
進
め
て
い
く
方
針
を

固
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
の
募
集
要
項
を
確
定
さ
せ
、
今
年
度
中
に
利

活
用
の
条
件
が
整
っ
た
学
校
か
ら
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
に
よ
る
募
集
を
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
活

性
化
や
市
有
財
産
の
有
効
活
用
に
つ
な
が
る
大

変
重
要
な
事
業
だ
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
市
と
し
て
も

積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

通
学
路
の
安
全
対
策

に
つ
い
て

佐
野
市
下
水
道
事
業
経
営
戦
略
に
お
け
る

雨
水
整
備
計
画
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
な
い

地
域
で
も
※

内
水
氾
濫
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
対
策
に
つ
い
て
具
体
的
な
考

え
を
伺
い
た
い
。

上
下
水
道
局
長

計
画
さ
れ
て
い
な
い
地
域
に
お
け
る
最
近

の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
発
生
の
状
況
を
鑑
み
ま

す
と
、
被
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
も
の

と
考
え
て
お
り
、
浸
水
箇
所
の
状
況
な
ど
を
確
認

し
な
が
ら
関
係
部
局
と
連
携
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
が
冠
水
し
な
い
よ
う
に
対
応
す
る

た
め
に
、
断
面
の
大
き
な
側
溝
を
流
末
か
ら
整
備

す
る
必
要
も
あ
り
、
流
末
の
施
設
と
の
調
整
や
排

水
区
域
全
体
で
の
検
討

も
必
要
と
な
り
ま
す
。

冠
水
が
発
生
し
て
い
る

場
所
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

原
因
が
異
な
る
の
で
、

ま
ず
は
現
地
調
査
を
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

佐
野
市
に
お
け
る�

※

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り�

組
み
に
つ
い
て

澤
田
　
裕
之 

議
員（
蒼
生
会
）

学
校
跡
地
等
の
活
用

に
つ
い
て

久
保
　
貴
洋 

議
員（
蒼
生
会
）

誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い

弱
者
を
守
る
災
害
対
策

に
つ
い
て

小
森
　
隆
一 

議
員（
公
明
党
議
員
会
）

※ＳＤＧｓとは・・・
Sustainable Development 
Goalsの略。2030年までに
持続可能でより良い世界を
目指す国際目標。

※内水氾濫とは・・・

市街地に排水能力を超
え る 多 量 の 雨 が 降 り、
土地や建物が浸水する
こと。

議会からこんにちは　2021.11.1 パソコン、タブレット、スマートフォンで会議録をご覧になれます 佐野市議会会議録9



9月定例会一般質問

水
害
対
策
に
つ
い
て
、
県
が
管
理
す
る
河
川

だ
け
で
な
く
、
佐
野
市
管
理
の
普
通
河
川

で
も
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。
河
川
の
現
状
を

把
握
し
、
個
々
の
整
備
計
画
を
作
成
し
、
現
状

に
合
わ
せ
た
整
備
を
実
施
す
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
伺
い
た
い
。

都
市
建
設
部
長

普
通
河
川
に
つ
い
て
は
、
市
内
全
域
に

相
当
数
あ
り
、
個
々
の
河
川
整
備
計
画
は
作
成

し
て
い
な
い
状
況
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
普
通
河

川
が
未
整
備
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
防
災
上
の

観
点
か
ら
緊
急
に
整
備
を
必
要
と
す
る
普
通
河

川
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
度
か
ら

令
和
７
年
度
ま
で

の
期
間
に
緊
急
自

然
災
害
防
止
対
策

事
業
計
画
を
策
定

し
て
、
普
通
河
川

の
改
良
な
ど
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

現
在
、
佐
野
市
に
お
い
て
重
度
心
身
障
が
い

者
医
療
費
は
償
還
払
い
に
な
っ
て
い
る
が
、

障
が
い
者
本
人
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
受
診

で
き
る
よ
う
、
本
市
で
も
窓
口
無
料
化
を
実
施

す
べ
き
と
考
え
る
。

　

現
物
給
付
を
実
施
す
る
と
、
県
の
補
助
率
が

現
在
の
２
分
の
１
か
ら
４
分
の
１
に
引
き
下
げ

ら
れ
て
し
ま
う
が
、
こ
の
引
下
げ
の
措
置
の
撤
廃

を
働
き
か
け
る
こ
と
を
佐
野
市
か
ら
県
に
行
う

こ
と
は
で
き
な
い
か
伺
い
た
い
。

こ
ど
も
福
祉
部
長

本
市
に
お
い
て
は
、
県
議
会
議
員
と
の
市
政

に
関
す
る
懇
談
会
で
の
要
望
書
や
栃
木
県
へ
の

要
望
書
に
お
い
て
、
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療

費
助
成
制
度
に
お
け
る
現
物
給
付
化
に
対
す
る

補
助
金
の
補
助
率
引
下
げ
の
措
置
の
廃
止
に

つ
い
て
要
望
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
継
続
的
に

要
望
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

高
齢
者
用
補
聴
器
購
入
費
用

助
成
に
つ
い
て

☆�

視
覚
障
が
い
者
へ
発
送
さ
れ

る
郵
便
封
筒
に
つ
い
て

☆�

特
別
障
害
者
手
当
に
つ
い
て

市
長
は
選
挙
中
に
副
市
長
を
１
人
に
す
る

と
明
言
し
て
い
た
が
、
市
民
に
対
す
る

そ
の
約
束
を
い
つ
実
行
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

市
長

現
在
、
私
ば
か
り
で
な
く
、
両
副
市
長
も
、

職
員
も
一
体
と
な
っ
て
最
大
の
課
題
で
あ
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
全
力
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和

元
年
東
日
本
台
風
か
ら
の
早
期
復
旧
・
復
興
、

そ
し
て
第
２
次
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
の

推
進
及
び
中
期
基
本
計
画
の
策
定
の
ほ
か
、
中

長
期
的
に
解
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く

の
重
要
施
策
が
現
在
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を

進
行
す
る
中
で
、
融
和

を
図
り
な
が
ら
市
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
い
く

た
め
、
当
面
の
間
は
現

状
の
２
人
の
副
市
長
体

制
で
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
安
全
・
安
心
な

日
常
生
活
の
確
保
に

つ
い
て

飯
田
　
昌
弘 

議
員（
蒼
生
会
）

重
度
心
身
障
が
い
者

医
療
費
の
窓
口
無
料

化
に
つ
い
て

市
長
の
市
政
運
営
に

つ
い
て

滝
田
　
洋
子 

議
員（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

金
子
　
保
利 

議
員（
志
翔
会
）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
進
み
、
高
齢
者
の
接
種
率
が
非
常
に
高

ま
っ
て
き
た
影
響
を
反
映
し
て
い
る
の
か
、
最
近

の
傾
向
と
し
て
若
い
方
の
感
染
者
が
増
え
て
い

る
。
幅
広
い
検
査
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で

も
検
査
の
拡
大
を
要
求
し
た
よ
う
に
、
無
料
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
の
検
査
の
対
象
者
を
、
65
歳
以
上
等

と
い
っ
た
現
在
の
対
象
者
以
外
に
も
拡
大
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
伺
い
た
い
。

健
康
医
療
部
長

現
在
の
感
染
状
況
を
見
る
と
、
重
症
化
す
る

リ
ス
ク
は
高
齢
者
等
に
限
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、

今
後
、
検
査
対
象
者
や
回
数
の
制
限
を
見
直
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

児
童
た
ち
の
登
下
校
時
の
事
故
が
全
国
で

後
を
絶
た
な
い
。
児
童
生
徒
の
通
学
路
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

行
っ
た
の
か
、
実
績
を
伺
い
た
い
。

市
長

通
学
路
の
安
全
対
策
は
、
佐
野
市
通
学
路

安
全
対
策
連
絡
協
議
会
の
組
織
を
生
か
し
、学
校
、

地
域
、
関
係
機
関
等
が
連
携
し
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
末
の
段
階
で
、
交
通
安
全
に
関

す
る
危
険
箇
所
が
各
学
校
か
ら
295
か
所
提
出
さ

れ
、全
て
合
同
点
検
を
行
い
、横
断
歩
道
の
設
置
、

カ
ラ
ー
舗
装
、
路
面
標
示
等
の
対
策
を
204
か
所

に
実
施
し
ま
し
た
。
本
年
度
も
、
年
度
当
初
５
月

末
ま
で
に
各
学
校
に
お
い
て
通
学
路
安
全
点
検

を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
千
葉
県
八
街
市
の

交
通
事
故
を
受
け
、
改
め
て
通
学
路
点
検
を
各

学
校
で
行
い
、
７
月
末

と
８
月
に
合
同
点
検
を

実
施
し
ま
し
た
。
現
在

実
施
可
能
な
対
策
か
ら

進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

実
家
の
農
業
を
継
ぐ

「
親
元
就
農
者
」の
支
援

に
つ
い
て

☆�

街
路
樹
に
つ
い
て

☆�

山
地
に
設
置
し
て
い
る

太
陽
光
発
電
設
備
に

つ
い
て

12
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
が
、
現
在
の
65
歳
以
上
の
接
種
率
く

ら
い
に
な
る
の
は
い
つ
頃
に
な
る
と
考
え
て
い

る
か
伺
い
た
い
。

市
長

今
後
、
希
望
さ
れ
る
方
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

積
極
的
に
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
イ
オ
ン

タ
ウ
ン
佐
野
に
モ
デ
ル
ナ
社
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場

を
新
設
し
、
９
月
末
か
ら
１
か
月
に
８
，８
０
０
回

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
若
年
層
が
受
け
や
す
い
よ
う
に
、
夜
間

や
接
種
日
を
増
や
す
な
ど
接
種
体
制
を
整
え
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
11
月
末
ま
で
に
終
了
で

き
る
よ
う
、佐
野
市
医
師
会
、佐
野
歯
科
医
師
会
、

佐
野
市
薬
剤
師
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

人
口
減
少
の
中
で
の

経
済
の
状
況
に
つ
い
て

出典：平成30年度鳥取県における少子化対策  等に関するアンケート調査結果より作成

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策
に
つ
い
て

鶴
見
　
義
明 

議
員（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

通
学
路
の
安
全
対
策

に
つ
い
て

蘒
原
　
政
夫 

議
員（
政
友
み
ら
い
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
へ
の
対
応

に
つ
い
て

小
暮
　
博
志 

議
員（
政
友
み
ら
い
）
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9月定例会一般質問

　第5回定例会（9月定例会）は、9月3日（金）から9月27日（月）の25日間の日程で行われました。審議
された議案等とその結果は次のとおりです。令和2年度決算に係る議案は、4ページをご覧ください。

令和３年第５回定例会（９月定例会）　審議された議案等と結果

議案番号等 件　名　【内　容】 議決結果等

報告第　7 号
公益財団法人佐野市民文化振興事業団の経営状況を説明する書類
の提出について【令和3年度の事業計画及び予算並びに令和2年度
の決算】

報　　告 ―

報告第　8 号 公益財団法人佐野市農業公社の経営状況を説明する書類の提出に
ついて【令和3年度の事業計画及び予算並びに令和2年度の決算】 報　　告 ―

報告第　9 号 株式会社どまんなかたぬまの経営状況を説明する書類の提出につ
いて【令和3年度の事業計画及び予算並びに令和2年度の決算】 報　　告 ―

子
連
れ
で
も
出
か
け
や
す
く
楽
し
め
る
場

所
の
整
備
を
検
討
し
、
実
現
し
て
ほ
し
い

と
思
う
が
、
本
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

こ
ど
も
福
祉
部
長

安
全
に
安
心
し
て
遊
べ
る
身
近
な
公
園
の

整
備
に
つ
い
て
、
今
後
、
所
管
部
署
と
協
議
、

調
整
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
市
に

あ
る
キ
ッ
ズ
ピ
ア
の
よ
う
な
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
屋
内
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
な

施
設
に
つ
い
て
は
、
保
育
、
障
が
い
、
高
齢
者

サ
ー
ビ
ス
な
ど
幅
広
く
福
祉
分
野
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
が
設
置
し
た

も
の
で
、
設
置
費
用
や
運
営
費
用
に
対
し
そ
れ

ぞ
れ
の
市
が
補
助
金
等
を
拠
出
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
本
市
に
は
、
こ
の
よ
う
な
施
設
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
今
後
そ
う

い
っ
た
事
例
も
調
査

研
究
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

防
犯
灯
に
つ
い
て

☆�

本
市
の
都
市
公
園
に
つ

い
て

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
充
実
に
向
け
て
、

今
後
の
課
題
や
支
援
体
制
に
つ
い
て
見
解

を
伺
い
た
い
。

こ
ど
も
福
祉
部
長

早
期
発
見
が
必
要
で
あ
り
、
子
供
の
変
化

に
一
番
に
気
づ
く
の
は
学
校
関
係
者
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
子
供
た
ち
へ
の
周
知
、
啓
発
及
び
実
態

把
握
を
目
的
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
早
急
な
実

施
に
向
け
、
学
校
や
関
係
機
関
と
協
議
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長

支
援
体
制
に
つ
い
て
は
、
学
校
や
教
育
セ
ン

タ
ー
、
地
域
等
か
ら
実
情
を
把
握
し
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
を
発
見
し
た
場
合
は
情
報
の
集
約
及
び

子
供
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
関
係
機
関
と
情
報

を
共
有
し
、
子
供
と
そ
の
家
族
に
必
要
な
社
会

資
源
に
つ
な
が
る
た
め
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

を
行
い
、
重
度
の
問
題
行
動
が
見
ら
れ
る
場
合
、

児
童
相
談
所
の
児
童
福
祉
司
や
心
理
士
等
に
よ
る

面
談
及
び
適
切
な
医
療
へ
つ
な
ぐ
な
ど
、
個
々

の
段
階
に
応
じ
て
丁
寧
に
支
援
が
で
き
る
体
制

づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

複
式
学
級
に
つ
い
て

第
２
期
佐
野
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画

に
つ
い
て

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

つ
い
て

慶
野
　
常
夫 

議
員（
政
友
み
ら
い
）

横
田
　
　
誠 

議
員（
新
風
）

議会からこんにちは　2021.11.1パソコン、タブレット、スマートフォンで議会のライブ中継や録画映像をご覧になれます 佐野市議会スマート中継 12



議案番号等 件　名　【内　容】 議決結果等

報告第 10 号 継続費精算報告書の提出について【田沼西地区小中一貫校整備事業】 報　　告 ―

報告第 11 号 令和2年度健全化判断比率及び資金不足比率について【令和2年度
の決算に係る健全化判断比率及び資金不足比率の報告】 報　　告 ―

報告第 12 号 市長の専決処分事項の報告について【令和3年7月9日に発生した
車両損傷事故についての損害賠償の額の決定及び和解】 報　　告 ―

議案第 60 号 人権擁護委員候補者の推薦について【加
かとう

藤　清
きよし

氏を推薦】 推薦同意 賛成全員

議案第 61 号 人権擁護委員候補者の推薦について【山
やまざきみつこ

﨑光子氏を推薦】 推薦同意 賛成全員

議案第 62 号 人権擁護委員候補者の推薦について【藤
ふじた

田　睦
むつみ

氏を推薦】 推薦同意 賛成全員

議案第 63 号 人権擁護委員候補者の推薦について【東
あずま

　好
こうしょう

章氏を推薦】 推薦同意 賛成全員

議案第 64 号
佐野市個人情報保護条例の改正について【デジタル庁設置法の制定
及び行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等
に関する法律の改正に伴い、所要の規定を整備するための改正】

原案可決 賛成全員

議案第 65 号 佐野市税条例の改正について【地方税法等の改正に伴い、所要の
規定を整備するための改正】 原案可決 賛成全員

議案第 66 号
佐野市育英基金条例の改正について【佐野市育英基金に奨学金の
返還金を積み立てることができるようにし、及び所要の規定を整備
するための改正】

原案可決 賛成全員

議案第 67 号
佐野市森林環境譲与税活用基金条例の改正について【公共建築物
等における木材の利用の促進に関する法律の改正に伴い、所要の
規定を整備するための改正】

原案可決 賛成全員

議案第 68 号 消防ポンプ自動車の取得について【消防ポンプ自動車の取得】 原案可決 賛成全員

議案第 76 号 令和3年度佐野市一般会計補正予算（第5号）【歳入歳出予算の総額
にそれぞれ120,000千円を追加】 原案可決 賛成全員

議案第 77 号
令和3年度佐野市一般会計補正予算（第6号）【歳入歳出予算の総額
にそれぞれ3,336,378千円を追加、繰越明許費の補正、債務負担行為
の補正、地方債の補正】

原案可決 賛成全員

議案第 78 号
令和3年度佐野市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算

（第1号）【歳入歳出予算の総額にそれぞれ213,430千円を追加、債務
負担行為の補正】

原案可決 賛成全員

議案第 79 号 令和3年度佐野市国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）
補正予算（第1号）【歳入歳出予算の総額にそれぞれ341千円を追加】 原案可決 賛成全員

議案第 80 号 令和3年度佐野市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）補正予算
（第1号）【歳入歳出予算の総額にそれぞれ118,040千円を追加】 原案可決 賛成全員

議案第 81 号 令和3年度佐野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）【歳入
歳出予算の総額にそれぞれ1,698千円を追加】 原案可決 賛成全員

議案第 82 号
令和3年度佐野市水道事業会計補正予算（第1号）【収益的収入の予定
額に1,629千円を追加、たな卸資産購入限度額を53,924千円に
変更】

原案可決 賛成全員

議案第 83 号 令和3年度佐野市一般会計補正予算（第7号）【歳入歳出予算の総額
にそれぞれ120,907千円を追加】 原案可決 賛成全員

陳情第  1 号 国に対し「刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書」
の提出を求めることに関する陳情（14ページに記載） 不 採 択 賛成少数

（退席1名）

意見書案第 1 号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める
意見書について（14、15ページに記載） 原案可決 賛成全員
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陳情第1号

国に対し「刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書」の
提出を求めることに関する陳情

▼陳情人
　　日本国民救援会栃木県佐野支部　支部長　寺

てら

岡
おか

　恒
つね

明
あき

▼陳情の要旨
　�　下記を内容とする意見書を採択し、国へ提出していただきたく陳情
いたします。
　（１）　再審における検察手持ち証拠の全面開示
　（２）　再審開始決定に対する検察官の不服申し立て（上訴）の禁止
▼審議結果
　�　総務常任委員会に付託され、同委員会において賛成少数で不採択と
なりました。本会議においても、賛成少数で不採択となりました。

▲ �全文は、こちらから
ご覧になれます。

▲ �全文は、こちらから
ご覧になれます。

意見書案第1号

陳情番号 件　　名
賛
　
　
成

反
　
　
対

議員名　[議席番号順]
1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021222324
長
浜
成
仁

蘒
原
政
夫

神
宮
次
秀
樹

小
森
隆
一

澤
田
裕
之

早
川
貴
光

小
倉
健
一

金
子
保
利

慶
野
常
夫

川
嶋
嘉
一

菅
原　

 

達

木
村
久
雄

横
田　

 

誠

横
井
帝
之

久
保
貴
洋

鈴
木
靖
宏

滝
田
洋
子

鶴
見
義
明

小
暮
博
志

山
菅
直
己

春
山
敏
明

田
所
良
夫

飯
田
昌
弘

高
橋　

 

功

陳情第1号

国に対し「刑事訴訟法の
再審規定（再審法）の改正
を求める意見書」の提出
を求めることに関する
陳情

5 17 × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × 退
席 ○ ○ × 議

長 × × × ×

※○＝賛成、×＝反対
※山菅直己議長は採決に加わりません。

賛否が分かれた議案等

陳情の審議結果陳情の審議結果

意見書案の審議結果意見書案の審議結果

　（提出者）小暮博志議員、（賛成者）飯田昌弘議員、春山敏明議員、木村
久雄議員、鶴見義明議員、金子保利議員によりコロナ禍による厳しい財政
状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書案が提出され、常任委員会
への付託を省略し、賛成全員で可決されました。意見書は、佐野市議会
として衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、
財務大臣、経済産業大臣、経済再生担当大臣に提出しました。

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める
意見書について
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意　見　書意　見　書

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し
地方税財源の充実を求める意見書

　新型コロナウイルス感染症のまん延により、地域経済にも大きな影響が及び、地方
財政は来年度においても、引き続き、巨額の財源不足が避けられない厳しい状況に
直面しています。
　地方自治体では、コロナ禍への対応はもとより、地域の防災・減災、雇用の確保、
地球温暖化対策などの喫緊の課題に迫られているほか、医療・介護、子育てをはじめ
とした社会保障関係経費や公共施設の老朽化対策費など将来に向け増

ぞう
すうする財政

需要に見合う財源が求められます。
　その財源確保のため、地方税制の充実確保が強く望まれます。
　よって、国においては、令和４年度地方税制改正に向け、次の事項を確実に実現
されるよう、強く要望します。

１�　令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、「経済財政運営と改革
の基本方針２０２１」において、令和３年度地方財政計画の水準を下回らないよう
実質的に同水準を確保するとされているが、急速な高齢化に伴い社会保障関係
経費が毎年度増大している現状を踏まえ、他の地方歳出に不合理なしわ寄せが
なされないよう、十分な総額を確保すること。

２�　固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす
見直しは家屋・償却資産を含め、断じて行わないこと。生産性革命の実現や新型
コロナウイルス感染症緊急経済対策として講じた措置は、本来国庫補助金などに
より国の責任において対応すべきものです。よって、現行の特例措置は今回限り
とし、期限の到来をもって確実に終了すること。

３�　令和３年度税制改正において土地に係る固定資産税について講じた、課税標準額
を令和２年度と同額とする負担調整措置については、令和３年度限りとすること。

４�　令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環境性能割の
臨時的軽減の延長について、更なる延長は断じて行わないこと。

５�　炭素に係る税を創設し、又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方
譲与税として地方に税源配分すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年９月２８日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐野市議会

議会からこんにちは　2021.11.115



【
編
集
委
員
会
】

　

委
員
長　

鈴
木　

靖
宏

　

委　

員　

慶
野　

常
夫

　

委　

員　

木
村　

久
雄

　

委　

員　

横
井　

帝
之

　

委　

員　

久
保　

貴
洋

　

9
月
定
例
会
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
緊
急
事
態
宣
言
の
中
、

感
染
対
策
を
講
じ
な
が
ら

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
定

例
会
の
一
般
質
問
で
は
、

副
議
長
・
議
会
運
営
委
員

会
委
員
長
・
議
員
選
出
の

監
査
委
員
も
質
問
し
、
23
名

が
登
壇
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
各
会
計

決
算
の
審
査
で
は
、
活
発

な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
収
束
の
見
通
し

が
付
か
な
い
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ

か
ら
寒
い
時
期
に
な
り
ま

す
の
で
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

�

（
木
村
記
）

令和３年12月定例会日程（案）令和３年12月定例会日程（案）

※�建設常任委員会及び経済文教常任委員会の開会時間は、付託された議案等の件数が６件以下の場合は午前10時に開会、
７件以上の場合は午前9時に開会となります。

本
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

　新型コロナウイルスの感染状況により、日程を変更する場合があります。令和3年12月定例会の日程は、
11月26日(金)の議会運営委員会で内定し、12月3日（金）の本会議で決定します。

11/22日（月） 23日（火・祝） 24日（水） 25日（木） 26日（金） 27日（土） 28日（日）

請願、陳情 
提出期限（17:00）

13:30 
議会運営委員会

29日（月） 30日（火） 12/1日（水） 2日（木） 3日（金） 4日（土） 5日（日）

10:00 本会議 
（開会、議案説明） 休会 休会

6日（月） 7日（火） 8日（水） 9日（木） 10日（金） 11日（土） 12日（日）

休会 10:00	 本会議
（議案質疑）

10:00	 本会議
（一般質問）

10:00	 本会議
（一般質問）

10:00	 本会議
（一般質問） 休会 休会

13日（月） 14日（火） 15日（水） 16日（木） 17日（金） 18日（土） 19日（日）

9:00または10:00
建設常任委員会
13:30
厚生常任委員会

9:00または10:00
経済文教常任委員会
13:30
総務常任委員会

休会 休会
10:00	 本会議

（委員長報告、質疑、
討論、表決、閉会）

　令和３年９月定例会では、これまで行ってきた
説明員の入れ替え、換気、非接触式検温カメラでの
検温、消毒、アクリルパーテーションの設置などに
加え、二酸化炭素濃度計を議場と委員会室に設置して
換気の見える化を図り、感染症対策を強化しました。

二酸化炭素濃度計　▶

議会での

新型コロナウイルス感染症対策として
　　　　　　　　 を設置しました二酸化炭素濃度計
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